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2022.2 丸協にゅーす丸協トピック 【物流ABC分析 第一段スタート】
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中四国丸協の物流センター内で 「物流ABC分析」の第一弾がスタート。
湯浅コンサルティングの内田先生、芝田先生にご来社頂き、物流センターの作
業フロー、現場での入出庫、ピッキング作業確認、担当者との問題点の洗い出
しなどを行いました。各アクティビティー毎の作業時間・処理量の計測方法など
のご指導を頂き、今後数日間の様々な作業数値を計測し検証、分析を進めて
いきます。
各アクティビティーの効率化、適正な作業人数の配置などが今以上に
行えるように、また物流センターの作業だけでなく、配送運賃の分析も
行っていきます。

【物流ABCとは？】
物流ＡＢＣ（Activity-Based Costing：活動基準原価計算）の手法に則って、物

流センターの作業時間の実態を「見える化」するとともに、時間削減、改善に
直接結びつく分析を行います。

こんなことがわかります！

＊物流センター作業時間の中に、どれだけのムダ（改善余地）があるか、これをなくすにはどうするか？
＊各アクティビティの適正配置人数はどのくらいか、これを計画的に維持するにはどうするか？
＊作業生産性の低い人と高い人でどの位の格差があるか、これを縮めていくにはどうするか？

（資料：㈱湯浅コンサルティング様ホームページ）



2022.2 丸協にゅーす今、知っておきたい物流topics

物流現場の改善の動き、SDGsのどこにあてはまる？

物流事業者及び荷主企業において、主に物流危機に対応して様々な改善が進みつつ
ありますが、これらはSDGsで目指すべき方向性とも合致しています。それぞれSDGsのどの
ターゲットに合致するものか考えてみましょう。
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※湯浅コンサルティング作成

資料：経済産業省ＳＣＩ大賞ホームページ

左の図はヤオコー熊谷セン
ターの待機時間の様子です。
バース予約システム導入後、大
幅に待機時間が減っています。

待機時間に悩んでおられる方
があれば、参考にSCI大賞のサ
イトをご覧になってみて下さい。

取組み

顧客との連携による輸送距
離の短縮

拠点間移動の削減

モーダルシフトの推進

段ボールサイズをパレット
に合わせる

パレット利用比率の向上

物流改善には製配販（サプライチェーン）で取り組むのが有効

“製配販”とは、メーカー、流通業者、小売業者が連携して取り組むという意味で、物流の改善には、
一社単独よりも大きな効果が生まれるため、国としても推進しています。2021度の経済産業省が表
彰したSCI（サプライチェーン・イノベーション）大賞は、製配販が協力し合って返品をなくすために在
庫を適正化するよう取組み、在庫を減らし、売上を増やすことができました。

「返品」について、これまでは小売店の特権のように言われていましたが、返品作業にも時間や人手
がかかります。小売業もそんなムダを許容したくはないということです。

返品作業は物流センターでも大きな作業負荷がかかります。丸協では返品作業がありますか？ 作
業負荷に応じた収入が得られていますか？

本質的には返品は荷主にとって歓
迎すべき作業ではなく、なくす方向が
望ましいといえます。返品をなくすため
に必要なのは在庫の適正化です。

荷主の在庫は適正な状態に保たれ
ていますか？ 過剰在庫はありません
か？ 心配な荷主がいたら、品目ごと
に在庫量を一日当たり平均出荷量
が割り、「何日分あるか」調べてみて
下さい。

※資料：経済産業省SCI大賞ホームページ


